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1984年山口大学医学部卒業。88年東
京大学大学院医学系研究科第三基礎
医学専攻修了。専門は免疫学・アレ
ルギー学。千葉大学教授、同大学大
学院医学研究院長・医学部長等を経
て2021年より現職。

　千葉大学は2024年4月に「情報・データサイエンス学
部」「情報・データサイエンス学府（博士後期課程）」を新
設します。総合大学として11学部、18大学院を有し、学
部の域を超えた幅広い教養と高度の専門性を修得できる環
境を整えています。
　「つねに、より高きものをめざして」の理念のもと、最
高学府にふさわしい優れた学問を学修する中で、高い知性
と豊かな人間性を育み、グローバル社会で活躍できるリー
ダーとして社会に羽ばたいてみませんか。

自
由
で
多
様
性
あ
ふ
れ
る
教
学
環
境
の
も
と

「
専
門
知
」
と
「
実
践
知
」
を
兼
ね
備
え
、

国
内
外
の
課
題
解
決
に
資
す
る
人
材
を
育
成
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教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を
軸
に

先
導
的
な
大
学
改
革
を
推
進

　

千
葉
大
学
は
２
０
２
４
年
４
月
に
「
情

報
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
」
お
よ
び

「
大
学
院
情
報
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

府
（
後
期
３
年
博
士
課
程
）」
を
新
設
し

ま
す
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
幹
的
技

術
に
対
応
す
る
情
報
工
学
系
専
門
科
目
群

か
ら
構
成
さ
れ
る
実
践
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
、
全
学
的
な
連
携
の
も
と
に
構
築
し
、

教
育
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
教
養
学
部
の
さ
ら
な
る
発

展
を
目
指
し
て
国
際
学
術
研
究
院
を
設
置

し
、
全
国
初
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
総
合
国

際
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
始
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
人
文
公
共
学
府
、
融
合
理
工
学
府

と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
、
既
存
の
学
問
分

野
を
超
え
た
教
育
課
程
を
実
施
し
、
修
了

者
に
は
修
士
（
学
術
）
の
学
位
を
授
与
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
海
外
３
大

学
の
千
葉
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
や
、
学

部
・
大
学
院
生
の
全
員
留
学
に
取
り
組
む

な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す
る
人
材

育
成
の
た
め
の
改
革
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

中
山
俊
憲
学
長
は
「
教
育
・
研
究
・
社

会
貢
献
が
大
学
の
使
命
で
す
。
グ
ロ
ー
バ

国
公
立
の
総
合
大
学
と
し
て
は
初
と
な
る

学
部
・
大
学
院
生
全
員
留
学
と
ス
マ
ー
ト

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
実
践
強
化
、
英
語
教
育
の

改
革
を
三
本
柱
と
し
て
「
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
発
信

力
・
自
己
表
現
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
備
え
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活

躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
度
に
、
こ
れ
ま
で
の
前

期
・
後
期
制
か
ら
学
事
暦
を
６
タ
ー
ム
制

に
変
更
し
、
柔
軟
な
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
と
も
に
、
長
期
の
海
外
留
学
時
で
も

国
内
の
授
業
を
受
講
し
、
単
位
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス

マ
ー
ト
ラ
ー
ニ
ン
グ
環
境
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
英
語
教
育
改
革
も
進
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
と
専
門
教
育

に
お
け
る
学
術
英
語
を
組
み
合
わ
せ
た
新

し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
、
英
語
の
必
修

単
位
数
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。
ま
た
外
国

人
教
員
を
増
員
し
、
英
語
を
用
い
た
専
門

科
目
を
開
講
す
る
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
日
本
を
知
り
、
世
界
を
知
る
学

問
「
国
際
日
本
学
」
や
、
文
理
の
分
野
を

ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

旺
盛
な
学
生
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
、

世
界
水
準
の
学
術
研
究
や
社
会
に
変
革
を

も
た
ら
す
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
研
究
開
発

を
推
進
し
ま
す
。
特
に
大
学
院
の
充
実
が

急
務
で
、
そ
の
た
め
に
研
究
環
境
の
整
備

に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
国

際
的
に
卓
越
し
た
研
究
強
化
の
た
め
に
グ

ロ
ー
バ
ル
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ト
研
究
基
幹
を
設

置
し
て
い
ま
し
た
が
、
若
手
・
中
堅
の
研

究
者
が
、
よ
り
い
き
い
き
と
や
り
が
い
を

も
っ
て
活
躍
で
き
る
よ
う
な
さ
ら
な
る
再

編
・
強
化
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

社
会
貢
献
で
は
、
千
葉
大
学
を
起
点
に
教

育
、
医
療
、
産
業
、
行
政
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
へ
の
幅
広
い
貢
献
を
果
た
し

て
、
地
域
ス
テ
ー
タ
ス
を
向
上
さ
せ
、
地

域
の
誇
り
と
し
て
の
千
葉
大
学
に
成
長
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

そ
の
社
会
貢
献
の
好
例
が
、
墨
田
区
に

オ
ー
プ
ン
し
た
墨
田
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
２
０
２
１
年
４
月
に
設
置
さ
れ

た
「
ｄ
ｒ
ｉ
（
デ
ザ
イ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
）」
の
活
動
拠
点

と
し
て
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ

ン
や
建
築
を
学
ぶ
学
生
が
、
伝
統
工
芸
や

最
先
端
技
術
が
混
在
す
る
エ
リ
ア
で
、
地

元
の
具
体
的
事
例
を
テ
ー
マ
と
し
た
社
会

課
題
解
決
の
実
装
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
会
場
と
し
て
、
地
元
の
人
々
に

も
使
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
プ
ラ
ン
で

先
進
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成

　

千
葉
大
学
で
は
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
、

（1） 宇宙園芸研究センター
　2023年１月、「宇宙園芸研究センター」を設
立。人類の安全かつ持続的な活動を可能とする
高効率な食料の生産・供給、資源循環型の食料
生産システムの研究に、本学で培われた植物の
閉鎖系栽培技術を応用することが期待されてい
る。

（2） ハドロン宇宙国際研究センター
（ICEHAP）

　超高エネルギーハドロン（陽子、中性子等）
の放射源と粒子加速メカニズムを、宇宙ニュー
トリノ探索と天体活動現象の理論シミュレー
ション研究の連携を通して解明することを目的
として、「高エネルギーニュートリノ天文学」
と「プラズマ宇宙研究」の2部門により2012年
に発足。2020年からは千葉大学の看板研究セン
ターとして研究・教育活動を推進するとともに、
世界の研究者コミュニティに開かれた研究組織
として運営を行っている。

（3） CHIBADAI NEXT
（チバダイ・ネクスト）

　千葉大学の研究に関する情報発信を行うオウ
ンドメディア。
　“より高きものをめざして”一層の学術研究の
強化と研究成果の社会実装を推進すべく、本メ
ディアを通じ、全国の研究者、産業界、地方公
共団体、他大学など、学外のさまざまな方との
つながりを創出している。

普
遍
教
育
と
専
門
教
育
科
目
で

豊
か
な
教
養
と
ス
キ
ル
を
修
得

　

学
士
課
程
で
は
、
普
遍
教
育
科
目
と
専

門
教
育
科
目
の
２
つ
の
科
目
群
を
通
し
て

豊
か
な
教
養
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
高
度

で
専
門
的
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
修
得
し
て

い
き
ま
す
。

　

普
遍
教
育
科
目
は
全
学
の
協
力
の
も
と

運
営
さ
れ
、
第
１
に
、
国
際
化
、
高
度
情

報
化
し
た
現
代
社
会
に
積
極
的
に
参
画
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
「
幅
広
い

視
野
の
醸
成
」「
批
判
的
精
神
の
涵
養
」「
豊

か
な
教
養
に
裏
打
ち
さ
れ
た
全
人
的
な
人

間
性
の
陶
冶
」
と
い
う
普
遍
的
資
質
を
養

う
こ
と
、
第
２
に
、
広
い
視
野
か
ら
学
問

に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
喚
起
し
、
そ
の

関
心
の
深
化
と
拡
大
を
通
し
て
、
学
生

個
々
が
選
択
し
た
専
門
分
野
の
学
問
的
・

社
会
的
位
置
付
け
を
理
解
す
る
能
力
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
教
育
科
目
で
は
、
専
攻
に
応
じ
、

体
系
的
に
知
識
、
技
術
、
技
能
を
養
う
と

と
も
に
、
最
先
端
の
研
究
に
触
れ
、
第
一

線
で
活
躍
す
る
研
究
者
で
あ
る
教
員
か
ら

直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
わ
ず
求
め
ら
れ
る
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
」、
地
方
創
生
に
係
る
「
ロ
ー

カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
」
を
、
全
学
副

専
攻
と
し
て
学
部
を
問
わ
ず
履
修
可
能
と

し
て
い
る
ほ
か
、
図
書
館
を
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
用
に
転
換
し
た
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
・
リ
ン
ク
・
セ
ン
タ
ー
や
、
英
語

力
強
化
の
た
め
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ

ス
の
整
備
な
ど
、
多
角
的
に
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
「
知
識
だ
け
を
得
る
の
で
は
な
く
、
最

終
的
に
、
世
界
的
な
諸
問
題
を
ど
う
解
決

す
る
か
考
え
る
力
を
養
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
社
会
に
出
て
自
分
が
物
事
を
判
断
す

る
時
に
必
要
な
力
で
あ
り
、
そ
れ
は
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
必
須
の
条
件
で
も
あ
り
ま

す
。
学
部
で
そ
の
力
を
つ
け
て
卒
業
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
院
で
は
、
博

士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

卓
越
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お

り
、
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
人
材
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」（
中

山
学
長
）

国
際
頭
脳
循
環
の
中
核
拠
点
と
し
て

世
界
最
先
端
の
研
究
を
展
開

　

千
葉
大
学
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究

推
進
と
研
究
人
材
の
育
成
、
産
官
学
連
携

活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
お
り
、
約

１
７
０
０
人
の
研
究
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

医
学
研
究
院
で
は
、
免
疫
学
や
ア
レ
ル

ギ
ー
治
療
学
の
研
究
の
長
い
伝
統
の
も
と

で
培
っ
た
研
究
基
盤
を
活
用
し
、
喘
息
や

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に
代
表
さ
れ
る
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
に
対
す

る
新
規
粘
膜
免
疫
療

法
の
基
礎
研
究
に
加

え
、
次
世
代
型
粘
膜

ワ
ク
チ
ン
の
臨
床
応

用
、
社
会
実
装
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
８
月
、

千
葉
大
学
は
「
ワ
ク

チ
ン
開
発
の
た
め
の

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
開
発
拠
点
の
形

成
事
業
」
に
お
い
て
、
シ
ナ
ジ
ー
拠
点
と

し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
芸
学
研
究
院
で
は
、
２
０
２
３
年
１

月
に
「
宇
宙
園
芸
研
究
セ
ン
タ
ー
  （1）

」
を

設
置
し
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
）
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る

「
月
面
農
場
」
の
実
現
に
向
け
て
、
宇
宙

環
境
下
で
の
超
高
効
率
か
つ
持
続
的
な
食

料
供
給
シ
ス
テ
ム
の
創
造
、
特
に
廃
棄
物

の
有
効
活
用
に
よ
る
完
全
循
環
型
生
産
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ド
ロ
ン
宇
宙
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
  （2）

は
、
12
か
国
52
機
関
が
参
画
す
る
国
際
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

「IceCube

（
ア

イ
ス
キ
ュ
ー

ブ
）」
に
参
加

す
る
我
が
国
唯

一
の
機
関
で
、

南
極
大
陸
で
の

こ
れ
以
上
小
さ

く
で
き
な
い
素

粒
子
と
呼
ば
れ

る
も
の
の
一
つ

で
あ
る
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
の
観
測

に
お
い
て
中
心

的
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

千
葉
大
学
が

世
界
最
先
端
の

研
究
を
展
開
す

る
に
は
、
次
世

代
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
成
の

担
い
手
で
あ
る
中
堅
・
若
手
研
究
者
の
存

在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
中

堅
・
若
手
研
究
者
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
支

え
る
べ
く
、
独
自
の
支
援
と
外
部
機
関
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
た

若
手
研
究
者
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
制
度

の
整
備
・
充
実
を
図
り
、
研
究
環
境
の
整

備
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
６
月
に
開
設
し
た

「CHIBADAI NEXT

（
チ
バ
ダ
イ
・
ネ
ク

ス
ト
）  （3）

」
で
は
、
千
葉
大
学
の
最
先
端

の
研
究
内
容
な
ど
研
究
者
の
情
報
を
広
く

社
会
に
発
信
し
て
い
ま
す
（https://www.

cn.chiba-u.jp

）。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

千葉大学

dri（墨田サテライトキャンパス）

049 卓越する大学 千葉大学 048


